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基本事業目的評価表 

 

基本事業名 11204 性別に基づく暴力等への取組と心身の健康支援 

 

評価者 健康福祉部こども家庭室 室長 成松 英範 
 059-224-2271  

 

政策・事業体系上の位置づけ  

 

政策：一人ひとりが尊重され、誰もが参画できる社会の実現 
施策：112 男女共同参画社会の実現 
施策の数値目標：男女共同参画意識普及度 

 

基本事業の目的  

【誰、何が（対象）】 

配偶者等から暴力を受けている人が 

 

【抱える課題やニーズは】 

被害についての相談、身の安全の確保や自立支援を求めている。 

 という状態を 

 

【どのような状態になることを狙っているのか（意図）】 

身近なところでＤＶ（夫や恋人等からの暴力）に対する相談や支援を受けている 

 という状態にします。 

 

【その結果、どのような成果を実現したいのか（結果＝施策の目的）】 

県民一人ひとりが性別にとらわれず、生き方や価値観を尊重し合いながら、社会のあらゆる分野で

共に参画している 

基本事業に関する各種データ 
 

2005 年度 基本事業に関する実績データ一覧 
基本事業の数値目標達成状況 必要概算コスト対前年度 

達成 増加 

 

基本事業目標項目及びコスト  

 

    2003 2004 2005 2006 

目標  10 40 100 ＤＶ防止市町村ネ
ットワーク設置率
(％) 
[目標指標] 

実績 2.9 13.6 48.5  
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必要概算コスト（千
円）   174,182 165,352 171,509 178,072 

予算額等（千円）   122,691 120,531 123,812 134,383 

概算人件費（千円）   51,491 44,821 47,697 43,689 

所要時間（時間） 所要時間合
計(時間) 12,173 10,932 11,662 10,682 

  
所管所属分
(時間) 1,831 3,008 3,130 3,130 

  
関係機関分
(時間) 10,342 7,924 8,532 7,552 

人件費単価（千円／
時間）   4.23 4.10 4.09 4.09 

必要概算コスト対
前年度（千円）     -8,830  6,157  6,563 

 

 

数値目標に関する説明・留意事項  

DV の防止に関し、初期相談の実施や周知・啓発などに市町村や関係機関が一体となって地域ぐるみ

で取り組む「DV防止市町村ネットワーク」の設置市町村の割合。２００５年度については、２００

６年度の目標を踏まえ、児童虐待との関係にも留意しつつ、市町村に対して適切に支援していきま

す。 

 

基本事業の評価 
 

2005 年度を振り返っての評価  

【これまでの取組と成果、成果を得られた要因と考えられること】 

●2002 年 4月から「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」に基づき、県女性相

談所を配偶者暴力相談支援センターと位置付け、ドメスティック・バイオレンス（DV）に関する相

談・支援を行いました。 

●配偶者からの暴力の防止等に関係する機関が情報や意見の交換を行う「配偶者からの暴力防止等

連絡会議」を開催し、連携をはかりながら被害者の保護や支援を行いました。 

●地域ＤＶ防止会議を 9保健福祉部全てに設置し、周知・啓発と地域での取組を進めました。 

●県として、ＤＶ防止及び保護・支援基本計画を策定しました。 

●県民の方々に対してＤＶ対応指導者講習会を開催しました。 

 

【残った課題、その要因と考えられること】 

●県の基本計画に沿って、被害の未然防止から保護・自立支援までの様々な取組を展開する。 

●支援したいという県民の方々等の思いを統合し、具体化を図るためのシステムを構築する。 

 

他の施策等への貢献  

●ＤＶ防止法の周知と取組強化のため、生活部、警察、市町村等と連携します。 
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936 150 670 0 → 改善する 間接的 中期的 

E 女性に対する暴力
防止総合推進事業 

夫婦など親しい間柄の暴力も犯罪であると
いう認識を深めるとともに、改正ＤＶ防止
法の趣旨の徹底を図るため、セミナーを開
催する。また、被害の未然防止や軽減に向
けた気づきや自立につながる講座等を実施
する。 

セミナー等の内容について、必要な改善を図ること 

5,710 208 4,500 343 ↑ 改善する 間接的 中期的 

F UD（ユニバーサル
デザイン）のまちづ
くり展開事業（再掲） 

県民へのユニバーサルデザインの理念の普
及と活動の地域展開を図るため、市･町、団
体、民間事業者、県民と協働し、ＵＤのま
ちづくりの実現を目指した取組を進めま
す。 

市町・UDアドバイザー団体等と協働で事業を進める
こと。 

13,598 -1,486 1,000 0 → 改善する 間接的 中期的 

G 周産期医療システ
ム構築事業（再掲） 

地域において妊娠、出産から乳幼児にいた
る、高度で専門的な医療を効果的に提供す
る総合的な周産期医療体制の整備をはか
り、安心して子どもを産み、育てることの
できる環境づくりを推進する。 
 

ネットワークシステムについて、必要な見直し、改
善を行うこと。 

4,479 931 11,000 440 ↑ 改善する 間接的 即効性 

H 健やか親子支援事
業（再掲） 

「健やか親子２１」の課題である①妊娠出
産の安全性と快適さの確保や不妊への支援
等②子どものこころとからだの健やかな発
達③安心できる小児保健医療体制の整備④
思春期の保健対策の強化と健康教育の推進
等の諸問題について協議し、県民運動とし
て取り組む。 
 

親子支援の観点から、県において行うべきことを更
に整理すること。 

35,756 -7,455 1,915 500 ↑ 改善する 直接的 中期的 

I 不妊相談・治療支
援事業（再掲） 

不妊に関する悩み等に対応するため、「不
妊専門相談センター」において検査や治療、
医療機関の情報提供やカウンセリング等を
行う。また、特定不妊治療を受けた夫婦に
対して費用の一部を助成する。 
 

新たな上乗せ支給の制度を円滑に開始すること。 

6,327 1,527 7,372 -1,113 ↑ 改善する 間接的 中期的 

J ヘルシーピープル
みえ・２１推進事業
（再掲） 

三重の健康づくり総合計画「ヘルシーピー
プルみえ・２１」に基づき、全ての県民が
幸福感を持ち、暮らせることを目指し、そ
のための環境を整備する。 
 

中間評価結果を踏まえ、産業保健との連携やたばこ
対策に重点をおいて進めること。 

6,515 -224 11,800 -401 → 改善する 間接的 中期的 

K こころのネットワ
ークづくり事業（再
掲） 

社会問題となっているこころの健康につい
て、身近でこころの健康づくりをサポート
できる人を養成し、学校、職域等との連携
を強化することによって、こころの危機に
対するサポートネットワークを構築する。 

リスナー指導者の養成を進めること。特に、企業と
の連携を図り、企業の中にメンタルヘルスサポータ
ーを養成し、うつ対策や自殺予防対策を進めるこ
と。 

203,148 -5,606 1,955 0 ↑ 改善する 直接的 中期的 

L 母子及び寡婦福祉
資金貸付金（再掲） 

母子家庭の母等の経済的自立の助成と生活
の安定のため、および扶養している児童の
福祉を増進するための資金を貸し付ける。 
 

適切に貸付を行うとともに、未収金の回収にも努め
ること 

19,716 1,611 1,356 0 → 改善する 間接的 中期的 

M 母子自立支援員設
置事業費（再掲） 

母子家庭および寡婦の身上相談に応じ、必
要な指導を行う母子自立支援員を設置す
る。 
 

母子自立支援員の資質向上に努めること。 
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3,254 770 335 0 → 改善する 間接的 中期的 N 母子福祉協力員活
動費（再掲） 母子家庭および寡婦の福祉に関する実情の

把握を行い、各種の相談に応じる。 
母子福祉協力員の一層の協力が得られるようにす
ること。 

9,481 697 150 0 ↑ 改善する 間接的 中期的 
O 母子福祉センター
運営委託事業費（再
掲） 

母子家庭および寡婦の自立促進をはかるた
め、母子福祉センターの運営を三重県母子
寡婦福祉連合会に委託して行う。 

指定管理者制度の導入により、より母子家庭の自立
の促進に寄与すること。 

 

 


